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22.50% 35.00% 41.25%

11.36% 18.18% 23.86%

２１年度建設工事完了

実施項目数/（４項目×学校数）
※築10年未満の学校を除く　　累計

実施項目数/（４項目×学校数）
※築10年未満の学校を除く　　累計

30.67% 100.00%

100.00%
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後
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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○　大規模改修工事（小学校）の実施率がやや低調であり、中学校の大規模改修工事とのバランス
　をとる必要がある。
○　今後、法的に建替えが困難な施設や小規模校への対応を踏まえ、長期的な学校建替計画等につ
　いて検討する。そのために、マンション等の建設状況、人口動向等を注視しながら、学齢人口の
　把握に努めるなど、基礎的なデータを集積していく。
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今年度設定

19年度 21年度

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定

　学校施設をできるだけ長く使用するためにも、計画的な修繕が必要で
ある。また、改修にあわせて、理科室の整備などの教育環境の整備・充
実を進めることが重要である。

推進 推進

３３２０

指標に関する説明

○幼稚園、小中学校等について教育の場としてよりよい環境を整備し、教育効果を高める。
○児童、生徒の安全確保を第一に考え施設を整備する。

施策名

行政評価
事業体系

分野 子育て教育都市[Ⅱ]

関連部課名

○　教育施設には、30年以上経過したものも多いことから、経年劣化に伴う外壁・防水等の大規模
　改修工事を、計画的・効果的に行う必要がある。
○　日暮里地区、南千住地区、三河島駅周辺など、市街地再開発事業あるいは民間事業者による大
　規模民間住宅開発により、今後児童・生徒の増加が予想される地区・地域がある。
○　およそ10年後には、区内教育施設の多くが建築後60年を経過し、建替えの検討時期に入ること
　となる。建替えに際しては、法的に既存の面積・規模の校舎が建設できない可能性のある学校が
　あることや、入学児童減少による小規模校があることなどの諸問題がある。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

22年度20年度

--

44.38%

政策 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]

白鬚西地区教育施設整備
の進捗率
大規模改修工事（小学
校）実施率（18年度以降）
大規模改修工事（中学
校）実施率（18年度以降）

40.00% 60.00% 100%

学校施設等の整備 04-06
教育委員会事務局教育施設課
樋口　隆之 内線

部課名
課長名

施策No
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合　計

51,240
重点的
に推進

重点的
に推進

尾久八幡中学校校舎建替
事業費

12-02-17 8,110 8,790 継続

12-02-18

12-02-14 191,600 305,804 推進

12-02-11 57,295 55,180 推進

12-02-13 36,090 35,958 継続

大規模整備費（小学校）

白鬚西地区教育施設整備
費

分類についての説明・意見等

平成22年4月に汐入東小学校が開
校したが、地域との繋がりを今
後の学校運営に活かしていく工
夫が必要である。

良好な学習環境の整備のために
は、学校の大規模改修は必要で
ある。

20年度

推進

重点的
に推進

前年度
設　定

推進 推進
学習環境整備のためには、計画
的な補修等は不可欠である。

給食室大規模改修（ドラ
イ化）

その他整備費（中学校）

各校補修（中学校）

白鬚西地区幼保仮園舎整
備費

その他整備費（幼稚園）

大規模整備費（中学校）

園舎補修・園舎整備

中学校校舎建替検討事業
費

12-02-09 5,652

12-02-05 90,455

472,34412-02-06

消防法・建築基準法に基づくも
の等、学校の維持管理のために
必要である。

12-02-10

重点的
に推進

小学校校舎建替検討事業
費

施策を構成する事務事業の分類

その他整備費（小学校）

白鬚西地区内小学校開校
関係事業費

事務事業名
決算額（千円）

21年度

事務事業
No

施策推進のため
の分類
今年度
設　定

533 4,15012-02-02

12-02-20 -

12-02-16 -

20,656

12-02-19 34,720

18,932

34,720

継続

継続

-

継続97,368

427,217

推進推進

推進

良好な学習環境の整備のために
は、学校の大規模改修は必要で
ある。

消防法・建築基準法に基づくも
の等、幼稚園の維持管理のため
に必要である。

学級定員引き下げの動向を注視
しつつ、今後、建替計画の策定
を含め検討する必要がある。

増え続ける学齢人口に対応する
ために、計画どおり整備を進め
る必要がある。

推進

継続

重点的
に推進

重点的
に推進

学習環境整備のためには、計画
的な補修等は不可欠である。

消防法・建築基準法に基づくも
の等、学校の維持管理のために
必要である。

推進

推進

2,181,812 4,466,308

重点的
に推進

1,144,912 3,285,818

3,812 ―

継続 継続

給食室がドライシステム化され
ていない区立小中学校の改修を
推進する。

平成21・22年度において基本設
計・実施設計を行い、25年度に
開校する予定である。

推進

推進

保育環境整備のためには、計画
的な補修等は不可欠である。

21年度末をもって、汐入こども
園暫定園舎としての使用は終了
したところであるが、22年度以
降も児童放課後対策施設及び第
三中学校の特別教室等としての
使用を予定している。

学級定員引き下げの動向を注視
しつつ、今後、建替計画の策定
を含め検討する必要がある。

12-02-15 2,076 -
重点的
に推進

各校補修（小学校） 12-02-03 117,369 137,319


